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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両前後方向及び車幅方向に拡がる板状部材からなる上側壁部と、該上側壁部の下方に
配置された、車両前後方向及び車幅方向に拡がる板状部材からなる下側壁部と、該上側壁
部の車両前後方向における前端部と該下側壁部の車両前後方向における前端部とを連結す
る、車幅方向に延びる板状の横壁部と、該上側壁部と該下側壁部とを連結する、車両前後
方向に延びる板状の縦壁部とを有する本体部を備え、車両の前部において、フロントバン
パの車両後方側に配置されるバンパアブソーバであって、
　前記下側壁部の車両前後方向における前端部に、前記横壁部の下端から車両下方に向か
って延出し、且つ車幅方向に連続して延びる一つの板状の延出壁部が設けられていると共
に、該延出壁部の車両後方側の面と前記本体部における前記下側壁部の下面とを連結する
ように、車両前後方向に延びる板状の縦リブの複数が、車幅方向に互いに所定の距離を隔
てて形成されていることを特徴とするバンパアブソーバ。
【請求項２】
　前記複数の縦リブの一部又は全てに跨るように配置され、それらの縦リブ同士を相互に
連結するように、車幅方向に延びる板状の横リブが形成されている請求項１に記載のバン
パアブソーバ。
【請求項３】
　前記延出壁部が、前記下側壁部の車両前後方向における前端部より車両前方に向かって
傾斜して延出せしめられて、かかる延出壁部の延出方向の下端部が前記横壁部の前端部よ
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りも車両前方側に位置するように配設されている請求項１又は請求項２に記載のバンパア
ブソーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バンパアブソーバに係り、特に、衝突物の損傷を軽減することの出来るバン
パアブソーバに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、自動車等の車両においては、歩行者等が車両の前面に衝突した際の衝撃エネ
ルギを吸収したり、そのように車両と衝突した歩行者の脚部を払って、歩行者をボンネッ
ト等の衝撃吸収可能な部材側に転倒させたりすることによって、歩行者の保護及び安全を
図るように構成されたバンパアブソーバとしてのアッパアブソーバやロアアブソーバが、
車両の前部に設置されている。
【０００３】
　そのようなバンパアブソーバ（ロアアブソーバ）の一つとして、特開２０１３－０１８
３５９号公報（特許文献１）においては、複数の縦リブと上側連結板部と下側連結板部と
によって、前側部分（補強部）に、車両前後方向に延びる複数の筒状構造体が形成されて
いると共に、下側連結板部の前端に一体的に立設された前側壁部の前面が衝撃入力面とさ
れた脚払い装置（車両用歩行者保護装置）が、明らかにされている（同文献の特許請求の
範囲、明細書段落［００２７］、及び図３～４等参照）。
【０００４】
　そこでは、脚払い装置の前側部分の車両前側から後側に向かう荷重に対する変形強度が
十分に大きくされているところから、車両の前面に衝突した歩行者を十分に且つ確実に保
護することが出来ることが、明らかにされている。更に、同文献に開示の脚払い装置にあ
っては、複数の縦リブと上側及び下側連結板部が、走行風の流れを遮る部材や部位が形成
されないように配置されているところから、車両下部の空力性能を効果的に高めることが
出来ることも、明らかにされている（同文献の明細書段落［００１７］～［００１９］等
参照）。
【０００５】
　ところで、車両に衝突した歩行者の脚部の保護は、交通弱者である歩行者保護の観点か
ら、重要な課題となっている。このような状況下、近年では、車両の歩行者脚部保護性能
を評価するために、人骨のしなり等が模擬的に再現された、柔軟性のある脚部インパクタ
（ＦＬＥＸインパクタ）を用いた高精度な歩行者脚部保護性能試験が実施されている。そ
して、歩行者の脚部傷害を軽減するために、かかる歩行者脚部保護性能試験におけるＭＣ
Ｌ（Medial Collateral Ligament；膝部の内側側副靱帯）伸び量やＴｉｂｉａ（脛骨）曲
げモーメント等の各測定値（傷害値）を低減することが、要求されているのである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１３－０１８３５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ここにおいて、本発明は、かかる事情を背景にして為されたものであって、その解決課
題とするところは、衝突物の損傷を有利に軽減することの出来るバンパアブソーバを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そして、本発明にあっては、かかる課題を解決するために、車両前後方向及び車幅方向
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に拡がる板状部材からなる上側壁部と、該上側壁部の下方に配置された、車両前後方向及
び車幅方向に拡がる板状部材からなる下側壁部と、該上側壁部と該下側壁部とを連結する
、車幅方向に延びる板状の横壁部と、該上側壁部と該下側壁部とを連結する、車両前後方
向に延びる板状の縦壁部とを有する本体部を備え、車両の前部において、フロントバンパ
の車両後方側に配置されるバンパアブソーバであって、前記上側壁部の車両前後方向にお
ける前端部又は前記下側壁部の車両前後方向における前端部に、車両上方又は車両下方に
向かって延出し、且つ車幅方向に連続して延びる一つの板状の延出壁部が設けられている
と共に、該延出壁部の車両後方側の面と前記本体部とを連結するように、車両前後方向に
延びる板状の縦リブの複数が形成されていることを特徴とするバンパアブソーバを、その
要旨とするものである。
【０００９】
　なお、このような本発明に従うバンパアブソーバの望ましい態様の一つによれば、前記
複数の縦リブの一部又は全てに跨るように配置され、それらの縦リブ同士を相互に連結す
るように、車幅方向に延びる板状の横リブが形成されている。
【００１０】
　また、本発明にあっては、好ましくは、前記延出壁部が、前記上側壁部の車両前後方向
における前端部又は前記下側壁部の車両前後方向における前端部より車両前方に向かって
傾斜して延出せしめられている。
【発明の効果】
【００１１】
　このように、本発明に従うバンパアブソーバにあっては、上側壁部の前端部又は下側壁
部の前端部に、車両上方又は車両下方に向かって延出する延出壁部が設けられているとこ
ろから、車両の前面に衝突する衝突物の下部に対して荷重（反力）を作用せしめるバンパ
アブソーバの前面の面積が、有利に大きくされることとなる。これにより、衝突物に対し
て、局所的に大きな荷重が作用せしめられることが有利に阻止されて、衝突物の損傷を有
利に軽減することが出来ることとなるのである。
【００１２】
　しかも、本発明にあっては、上述の如き延出壁部によって、車両の前面に衝突した衝突
物の下部の一部が、車両の前部におけるバンパアブソーバが存在しない部位に巻き込まれ
ることが有利に防止され得る。そのため、衝突物の下部を効果的に跳ね上げて、衝突物の
損傷を軽減出来る特徴を発揮するのである。
【００１３】
　また、本発明に従うバンパアブソーバにあっては、延出壁部が、車幅方向に連続して延
びる一つの板状形態とされているところから、そのような延出壁部が設けられた車幅方向
の全域に亘り、上述の如き衝突物の損傷の軽減効果が得られるのである。
【００１４】
　さらに、本発明に従うバンパアブソーバにあっては、延出壁部と本体部とを連結する縦
リブの複数が形成されていることによって、かかる延出壁部の変形（倒伏）強度が有利に
高められているところから、上述の如き衝突物の損傷の軽減効果がより有利に得られると
いう利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に従うバンパアブソーバとしてのロアアブソーバの一例を示す平面説明図
である。
【図２】図１におけるＡ－Ａ端面拡大説明図である。
【図３】図１におけるＢ－Ｂ端面拡大説明図である。
【図４】図２におけるＣ－Ｃ端面説明図である。
【図５】図１に示されたロアアブソーバが取り付けられた車両の前部部位を示す断面説明
図である。
【図６】図５に示された車両に対して実施される衝突物保護性能試験における一状態を概
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略的に示す断面説明図である。
【図７】図６に示された状態の後の一状態を概略的に示す断面説明図であって、脚部イン
パクタが車両に衝突した直後の状態を示している。
【図８】図７に示された状態の後の一状態を概略的に示す断面説明図であって、脚部イン
パクタが跳ね上げられる状態を示している。
【図９】本発明に従うバンパアブソーバとしてのロアアブソーバの別の一例を示す、図２
に対応する端面説明図である。
【図１０】本発明に従うバンパアブソーバとしてのロアアブソーバの別の異なる一例を示
す、図２に対応する端面説明図である。
【図１１】本発明に従うバンパアブソーバとしてのロアアブソーバの他の一例を示す図２
に対応する端面説明図であって、（ａ）は、衝撃入力前の状態を示しており、（ｂ）は、
衝撃入力後の状態を示している。
【図１２】本発明に従うバンパアブソーバとしてのロアアブソーバの更に別の一例を示す
、図２に対応する端面説明図である。
【図１３】本発明に従うバンパアブソーバとしてのロアアブソーバの更に他の一例を示す
、図２に対応する端面説明図である。
【図１４】本発明に従うバンパアブソーバとしてのロアアブソーバの更に別の異なる一例
を示す、図４に対応する端面説明図である。
【図１５】本発明に従うバンパアブソーバとしてのアッパアブソーバが取り付けられた車
両の前部部位を示す、図５に対応する断面説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を更に具体的に明らかにするために、本発明の代表的な実施形態について
、図面を参照しつつ、詳細に説明することとする。
【００１７】
　先ず、図１には、本発明に係る構造を有するバンパアブソーバの一例としてのロアアブ
ソーバ１０が、その平面形態において示されている。かかる図１から明らかなように、本
実施形態のロアアブソーバ１０は、全体として長手の略矩形形状を呈し、例えば、ポリプ
ロピレンやＡＢＳ樹脂等の合成樹脂材料を用いて、射出成形にて一体成形された樹脂成形
体から構成されている。なお、以下においては、ロアアブソーバ１０の車両（自動車１２
）への設置形態（図５参照）に基づいて、図１の左右方向に対応する方向を車両前後方向
と言い、図１の上下方向に対応する方向を車幅方向と言い、更に、図１の紙面に垂直な方
向（図２乃至図４における上下方向）に対応する方向を車両上下方向と言うこととする。
【００１８】
　より具体的には、図１とその端面図である図２から明らかなように、本実施形態のロア
アブソーバ１０は、車両前後方向及び車幅方向に拡がる板状部材からなる上側壁部１４を
有している。かかる上側壁部１４は、車両前後方向の寸法が車幅方向の寸法よりも充分に
短くされており、その前端部の形状が、後述するフロントバンパ（１６）の内面形状に対
応した凸状湾曲形状とされている一方、その後端部の形状が、後述するロアリンフォース
（１８）の前面形状に対応した凹状湾曲形状とされている。
【００１９】
　また、上側壁部１４の下方に離隔して、車両前後方向及び車幅方向に拡がる板状部材か
らなる下側壁部２０が配置されている。かかる下側壁部２０は、上側壁部１４よりも車両
前後方向の寸法が僅かに大きくされていること以外は、上側壁部１４と略同一の平面形状
を呈している。なお、図２に示されるように、上側壁部１４及び下側壁部２０は、それぞ
れ、水平面（車両前後方向及び車幅方向に拡がる平面）に対して僅かに傾斜せしめられて
おり、車両後方に向かって、所定の角度：αをもって互いに離間するようにされている。
【００２０】
　さらに、図２に示されるように、上側壁部１４の車両前後方向における前端部（図２に
おける左側の端部）と下側壁部２０の車両前後方向における前端部とを連結するようにし
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て、横壁部２２が設けられている。かかる横壁部２２は、上側壁部１４及び下側壁部２０
の前端部に沿って湾曲しつつ、車幅方向に連続して延びる板状形態を呈している。なお、
横壁部２２は、その下端部（下側壁部２０側の端部）が、上端部（上側壁部１４側の端部
）より車両前方側に位置するように、鉛直方向に対して僅かに傾斜せしめられている。
【００２１】
　このようにして、ロアアブソーバ１０にあっては、上側壁部１４と下側壁部２０と横壁
部２２とが、横断面（車幅方向に直角な面における断面）において車両後方に向かって幅
広となる略コ字形状（ハット形状）を呈するように構成されているのである。
【００２２】
　加えて、図２及び図３に示されるように、上側壁部１４の下面と下側壁部２０の上面と
の間には、それら上側壁部１４と下側壁部２０とを連結するようにして、複数（図２及び
図３においては、１つのみ図示）の縦壁部２４が設けられている。それら複数の縦壁部２
４は、それぞれ、上側壁部１４及び下側壁部２０の前端部（横壁部２２の車両後方側の面
）から後端部までに亘って車両前後方向に延びる板状形態を呈しており、車幅方向に所定
の間隔を隔てて配置されている。
【００２３】
　かくして、本実施形態のロアアブソーバ１０は、上側壁部１４と下側壁部２０と横壁部
２２と複数の縦壁部２４とからなる本体部２６を備えて、構成されているのである。この
ようなロアアブソーバ１０の本体部２６においては、複数の縦壁部２４の上端部同士が上
側壁部１４にて相互に連結されていると共に、複数の縦壁部２４の下端部同士が下側壁部
２０にて相互に連結されていること、更にはこのような構成に加えて、複数の縦壁部２４
の前端部同士が横壁部２２にて相互に連結されていることにより、本体部２６の車両前後
方向に入力される衝撃荷重に対する剛性（変形強度）が充分に高められている。
【００２４】
　なお、ロアアブソーバ１０の本体部２６においては、横壁部２２及び複数の縦壁部２４
が、上側壁部１４の上面や下側壁部２０の下面から突出しないように形成されており、そ
れら上側壁部１４の上面及び下側壁部２０の下面が、水平方向に広がる略平坦面とされて
いる。
【００２５】
　また、図２及び図３に示されるように、上側壁部１４の車両前後方向における後端部（
図２及び図３における右側の端部）及び下側壁部２０の車両前後方向における後端部には
、それぞれ、車両上方又は車両下方（車両上下方向における上側壁部１４と下側壁部２０
との対向方向の外方）に突出し、車幅方向に延びる狭幅板状の上側フランジ部２８及び下
側フランジ部３０が、形成されている。
【００２６】
　さらに、上側フランジ部２８及び下側フランジ部３０の突出方向側の端部には、それぞ
れ、車幅方向に間隔を隔てた複数箇所（ここでは、３箇所）に、車両後方に突出する平板
小片状の上側取付片部３２及び下側取付片部３４が、形成されている。また、各上側取付
板部３２には、それぞれ、ロアアブソーバ１０を車両に固定するための、所定のスクリュ
グロメット等が挿通可能な挿通孔３６が、形成されている（図３参照）。
【００２７】
　ところで、このような本実施形態のロアアブソーバ１０においては、図２に示されるよ
うに、下側壁部２０の車両前後方向における前端部に、車両下方に向かって延出し、且つ
車幅方向に連続して延びる一つの板状の延出壁部３８が、一体的に設けられているのであ
る。即ち、かかる延出壁部３８は、下側壁部２０の前端部から車両上下方向に所定の幅を
もって延出せしめられると共に、図１に示されているように、下側壁部２０の前端部の形
状に沿って車幅方向において所定の長さに亘って切れ目なく続く湾曲板形状を呈している
のである。
【００２８】
　また、延出壁部３８は、下側壁部２０の車両前後方向における前端部から車両前方に向
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かって傾斜するようにして延出せしめられている。要するに、ここでは、延出壁部３８が
、図２に示されるように、鉛直方向に対して所定の角度：θをもって、車両前方に傾斜せ
しめられており、かかる延出壁部３８の延出方向の先端部（下端部）が、ロアアブソーバ
１０の本体部２６（横壁部２２）の前端部よりも車両前方側に位置するようにされている
のである。
【００２９】
　なお、本実施形態のロアアブソーバ１０にあっては、上記した延出壁部３８の傾斜角度
：θが、上述した横壁部２２の鉛直方向に対する傾斜角度と同一とされており、それら延
出壁部３８と横壁部２２とが、一枚の板状部材からなる単一部材にて構成される如くなっ
ている。これにより、ロアアブソーバ１０の前面が、延出壁部３８の前面と本体部２６（
横壁部２２）の前面とによって構成される、後述するフロントバンパ（１６）の内面形状
に対応した凸状湾曲面形状を呈する衝撃入力面４０とされているのである。
【００３０】
　さらに、ロアアブソーバ１０における延出壁部３８の車両後方側部位には、延出壁部３
８の車両後方側の面と本体部２６とを連結するように、車両前後方向に延びる板状の縦リ
ブ（第一縦リブ４２ａ及び第二縦リブ４２ｂ）の複数が、車幅方向に交互に、互いに一定
の距離を隔てて位置するようにして形成されている（図１参照）。ここでは、それら第一
縦リブ４２ａ及び第二縦リブ４２ｂは、下側壁部２０の下面から突出すると共に、延出壁
部３８の車両後方側の面から車両後方に向かって延びるように形成されている。なお、そ
れら第一縦リブ４２ａと第二縦リブ４２ｂとは、それぞれ異なる車両前後方向寸法を有し
ており、具体的には、第一縦リブ４２ａが、本体部２６（下側壁部２０）の後端部まで延
びている一方、第二縦リブ４２ｂが、本体部２６（下側壁部２０）の中間部まで延びてい
る。
【００３１】
　そして、ロアアブソーバ１０においては、図３及び図４に示されるように、複数の第一
縦リブ４２ａの車幅方向位置が、複数の縦壁部２４の車幅方向位置と、それぞれ一致せし
められている。それにより、対応する第一縦リブ４２ａと縦壁部２４とが、一枚の板状部
材からなる単一部材にて構成される如くなっているのである。
【００３２】
　また、ロアアブソーバ１０の延出壁部３８の車両後方側部位には、複数の縦リブ４２ａ
、４２ｂの全てに跨るように配置され、それら複数の縦リブ４２ａ、４２ｂ同士を相互に
連結するように、車幅方向に延びる板状の横リブ４４が、形成されている。かかる横リブ
４４は、下側壁部２０から鉛直下方に向かって所定の幅をもって突出せしめられると共に
、図１に示されるように、延出壁部３８の車両後方に離隔した位置において、延出壁部３
８と平行するように延びる湾曲板形状を呈している。
【００３３】
　すなわち、このようにして、ロアアブソーバ１０の延出壁部３８に対しては、ロアアブ
ソーバ１０における延出壁部３８の車両後方側部位において、かかる延出壁部３８の車両
後方側への変形（倒伏）を妨げるようにして、複数の縦リブ４２ａ、４２ｂ、及びそれら
複数の縦リブ４２ａ、４２ｂと互いに交差する横リブ４４が設けられているのである。
【００３４】
　ここにおいて、かくの如き構成からなるロアアブソーバ１０は、例えば、図５に示され
るようにして、車両（自動車１２）の前部において、フロントバンパ１６の車両後方側に
配置されることとなる。
【００３５】
　先ず、図５に示されるところから、本実施形態における自動車１２の前部の構造につい
て説明する。自動車１２の最前部には、かかる自動車１２の前面を構成するフロントバン
パ１６が配設されている。フロントバンパ１６は、全体として、車幅方向に湾曲して延び
る湾曲形態を呈していると共に、図示の如く、車両前方に向かって突出する上側突出部４
６と下側突出部４８とを有している。フロントバンパ１６の下側突出部４８よりも上側の
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部位には、外部からエンジンルーム：Ｅ内に走行風を取り入れることが出来るように構成
されたロアグリル５０が配設されており、フロントバンパ１６の上側突出部４６よりも上
側の部位には、外部からエンジンルーム：Ｅ内に走行風を取り入れることが出来るように
構成されたアッパグリル５２が配設されている。なお、図５中、５４は、エンジンルーム
：Ｅの上部を覆蓋するボンネットである。
【００３６】
　また、自動車１２の前部（エンジンルーム：Ｅ内）においては、その上部部位に、車幅
方向両側部位に車両前後方向に延びる一対の（図５においては、１つのみ図示）サイドメ
ンバ５６が配設され、各サイドメンバ５６の前端には、自動車同士の衝突等による比較的
大きな衝撃エネルギを吸収するための衝撃吸収部材としての金属製のアッパクラッシュボ
ックス５８が、設けられている。また、アッパクラッシュボックス５８の前面には、アッ
パリンフォース６０が車幅方向に延びるように配設されており、更にその前面には、ポリ
ウレタンやポリプロピレン等の樹脂発泡体からなり、衝突物との衝突の際に、その衝撃を
吸収して衝突物の損傷を軽減するためのアッパアブソーバ６２が取り付けられている。
【００３７】
　そして、サイドメンバ５６の下方には、一対の（図５においては、１つのみ図示）ロア
サイドメンバ６４が配設されている。なお、ここでは、図示されていないが、これらロア
サイドメンバ６４の後端は、サイドメンバ５６にそれぞれ連結されており、それらによっ
て、車体の骨格（フレーム）の一部が構成されている。また、各ロアサイドメンバ６４の
前端には、衝撃吸収部材としての金属製のロアクラッシュボックス６６が、設けられてい
る。更に、ロアクラッシュボックス６６の前面には、剛性の高い長手の金属部材からなる
骨格部材としてのロアリンフォース１８が、車幅方向に延びるようにして取り付けられて
いる。
【００３８】
　なお、フロントバンパ１６の後方のエンジンルーム：Ｅ内には、ラジエータ６８が、配
置されている。このラジエータ６８は、エンジンルーム：Ｅ内に固設された車体の一部で
あるラジエータサポート（図示せず）上に、枠状乃至は筒状のシュラウド（図示せず）内
に収容された状態で支持されて、固定されている。
【００３９】
　そして、図５に示されるように、ロアアブソーバ１０は、そのような自動車１２の前部
（エンジンルーム：Ｅ内）の下部部位において、車両前後方向及び車幅方向に延びるよう
にして、フロントバンパ１６（下側突出部４８）の後方に配置されているのである。
【００４０】
　具体的には、ロアアブソーバ１０は、延出壁部３８を含む車両前後方向における前端部
位が、フロントバンパ１６の下側突出部４８の内側に突入せしめられると共に、各上側取
付片部３２と各下側取付片部３４とによってロアリンフォース１８を挟み込んだ状態で、
各上側取付片部３２に形成された挿通孔３６に、それぞれ挿通されたスクリュグロメット
７０により、ロアリンフォース１８に固定的に取り付けられている。
【００４１】
　なお、ここでは、ロアアブソーバ１０の上側フランジ部２８及び下側フランジ部３０の
車両後方側の面が、ロアリンフォース１８の前面（車両前方側の面）と当接又は僅かな距
離を隔てて対向せしめられている。
【００４２】
　また、そのようなロアアブソーバ１０のロアリンフォース１８への取り付け状態下にお
いて、図５から明らかなように、かかるロアアブソーバ１０の車両前後方向における前端
（ここでは、延出壁部３８の延出方向の先端）は、アッパアブソーバ６２の車両前後方向
における前端よりも距離：Ｘだけ車両前方側に位置するようにされている。
【００４３】
　かくして、自動車１２は、その前部の下部部位において、上述せる如き構造を備えるロ
アアブソーバ１０が、車体の骨格（フレーム）を構成するロアサイドメンバ６４に対して
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ロアクラッシュボックス６６を介して連結されたロアリンフォース１８に取り付けられた
状態で、フロントバンパ１６の車両後方側に配置されてなる、車両前部構造を有している
のである。
【００４４】
　そして、このような自動車１２に配備したロアアブソーバ１０の衝突物保護特性は、例
えば、図６乃至図８に概略的に示されるように、所定の歩行者脚部保護性能試験において
、評価されることとなる。なお、ここで実施される歩行者脚部保護性能試験は、ＪＮＣＡ
Ｐ［Japan New Car Assesment Program ；独立行政法人自動車事故対策機構（ＮＡＳＶＡ
）が実施する自動車アセスメント］に基づく試験であり、概要としては、所定の脚部イン
パクタ（ＦＬＥＸインパクタ）を、衝撃装置により試験車のバンパに向けて時速４０ｋｍ
で発射させ、衝撃点における脚部インパクタの膝部や脛部の傷害値を計測して、損傷の程
度を４段階で評価するものである。
【００４５】
　すなわち、先ず、図６に示されるように、所定の脚部インパクタ７２が自動車１２に向
かって発射される。なお、かかる脚部インパクタ７２は、上部が大腿部７４、下部が下腿
部（脛部）７６とされていると共に、中央部がそれら大腿部７４と下腿部７６とを繋ぐ膝
部７８とされており、所定の位置に取り付けられた複数のセンサにおける曲げモーメント
や剪断変位等の測定値から、ＭＣＬ（Medial Collateral Ligament；膝部の内側側副靱帯
）伸び量やＴｉｂｉａ（脛骨）曲げモーメント等の各傷害値を計測出来るように構成され
ている。
【００４６】
　次いで、図７には、脚部インパクタ７２が自動車１２に衝突した直後の状態が示されて
いる。そこにおいては、フロントバンパ１６の下側突出部４８に、脚部インパクタ７２の
下腿部７６が衝突せしめられており、かかる脚部インパクタ７２の衝突部位に対して、下
側突出部４８を介して、ロアアブソーバ１０の前面（衝撃入力面４０）が接触せしめられ
ている。これにより、図７中に実線白抜き矢印にて示されるように、脚部インパクタ７２
の下腿部７６に対して、ロアアブソーバ１０の衝撃入力面４０から衝撃荷重に対応する反
力が作用せしめられることとなって、下腿部７６において傷害値としてのＴｉｂｉａ曲げ
モーメントが計測される。なお、このとき、脚部インパクタ７２の下側突出部４８（ロア
アブソーバ１０）との接触部分よりも下側の部分は、衝突の勢い（慣性力）により、自動
車１２の下部に入り込もうとする（図７中の二点鎖線及び二点鎖線白抜き矢印参照）。
【００４７】
　一方、フロントバンパ１６の上側突出部４６には、脚部インパクタ７２の膝部７８付近
が衝突せしめられており、かかる脚部インパクタ７２の上側の部分（主に大腿部７４）が
、衝突の勢い（慣性力）によって、車両後方に向かって倒れ込むようになる（図７中の二
点鎖線及び二点鎖線白抜き矢印参照）。これにより、膝部７８を曲げる力が生じ、膝部７
８が強制的に伸ばされることとなって、膝部７８において傷害値としてのＭＣＬ伸び量が
計測される。
【００４８】
　その後、図８に示されるように、アッパアブソーバ６２及びロアアブソーバ１０の変形
によって脚部インパクタ７２と自動車１２との衝突により生じた衝撃エネルギが吸収され
ると共に、ロアアブソーバ１０から作用せしめられる反力により、脚部インパクタ７２（
主に下腿部７４）が車両前方側斜め上方に向かって跳ね上げられるようになるのである（
図８中の二点鎖線及び二点鎖線白抜き矢印参照）。
【００４９】
　以上の説明から明らかなように、本実施形態では、ロアアブソーバ１０の下側壁部２０
の前端部に、車両下方に向かって延出する延出壁部３８が設けられていることによって、
自動車１２の前面に衝突する衝突物の下部に対して荷重（反力）を作用せしめるロアアブ
ソーバ１０の前面（衝撃入力面４０）の面積が大きくされているところから、衝突物の下
部に対して、局所的に大きな荷重が作用せしめられることが阻止されて、衝突物の損傷を
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有利に軽減することが出来ることとなるのである。
【００５０】
　要するに、図７に例示されているようにして、衝突の際に、ロアアブソーバ１０から、
フロントバンパ１６（下側突出部４８）を介して、衝突物としての脚部インパクタ７２に
作用せしめられる反力が、狭い範囲に集中することなく、本体部２６の前面と延出壁部３
８の前面とから構成される衝撃入力面４０において分散されるようになる。そのため、脚
部インパクタ７２において計測される傷害値（Ｔｉｂｉａ曲げモーメント）が低減されて
、車両の歩行者保護性能が向上せしめられることとなり、以て、衝突物の損傷を有利に軽
減することが出来るようになるのである。
【００５１】
　なお、ロアアブソーバ１０の本体部２６においては、上側壁部１４と下側壁部２０と横
壁部２２とが、車幅方向に直角な面における断面において略コ字状を呈するように構成さ
れていると共に、上側壁部１４と下側壁部２０とが角度：αをもって傾斜せしめられてい
るため、本体部２６の前端面の面積が不可避的に小さくなってしまう。そのため、延出壁
部３８が設けられることによって、ロアアブソーバ１０の前面（衝撃入力面４０）の面積
が大きくされることによる効果が、より有利に享受される。なお、そのような上側壁部１
４と下側壁部２０との傾斜は、主として射出成形の際の抜き勾配として設定されるもので
あるが、かかる傾斜角度：αを適切に設定することにより、ロアアブソーバ１０（本体部
２６）の変形形態や変形荷重を任意にコントロールすることも可能である。
【００５２】
　また、本実施形態のロアアブソーバ１０にあっては、延出壁部３８が設けられているこ
とによって、衝突する衝突物の一部（下部）が、自動車１２の下部等、自動車１２の前部
においてバンパアブソーバが存在しない部位に巻き込まれることが有利に防止され得る。
そのため、衝突した衝突物の下部をロアアブソーバ１０（本体部２６及び延出壁部３８）
によって効果的に跳ね上げて、衝突物の損傷を軽減出来る特徴を発揮するのである。
【００５３】
　例えば、図７に二点鎖線で示されているように、衝突物（脚部インパクタ７２）が車両
（自動車１２）と衝突した際には、かかる衝突の勢い（慣性力）によって、脚部インパク
タ７２の下部部位が自動車１２の下部に巻き込まれるような挙動が生じる。そこにおいて
、脚部インパクタ７２が大きく巻き込まれてしまった場合、図８に示されるような脚部イ
ンパクタ７２の下部（下腿部７６）の跳ね上げが遅れて、膝部７８が大きく曲げられてし
まい、膝部７８の傷害値（ＭＣＬ伸び量）が増大する恐れがある。これに対し、ロアアブ
ソーバ１０においては、特に、延出壁部３８が車両下方に向かって延出せしめられるよう
にして設けられていることによって、脚部インパクタ７２が自動車１２の下部へ巻き込ま
れることが有利に防止されることとなり、以て、脚部インパクタ７２を速やかに効果的に
跳ね上げて、ＭＣＬ伸び量の増大を抑制することが出来る。そのため、車両の歩行者脚部
保護性能を向上させて、衝突物の損傷を軽減することが可能となるのである。
【００５４】
　また、本実施形態では、延出壁部３８が、下側壁部２０の前端部より車両前方に向かっ
て角度：θをもって傾斜して延出せしめられているところから、かかる延出壁部３８が、
フロントバンパ１６を介してより確実に衝突物の下部に接触せしめられることとなり、以
て、延出壁部３８と本体部２６との協働作用による衝突物の損傷の軽減効果を有利に得ら
れるという利点がある。
【００５５】
　加えて、ロアアブソーバ１０においては、延出壁部３８が車両下方に向かって延出せし
められているところから、ロアアブソーバ１０の最前端部位となる延出壁部３８の延出方
向側の先端部位が、同時に、本体部２６よりも下方に位置するロアアブソーバ１０の最下
端部位とされている。これにより、衝突した衝突物の下部に対して、ロアアブソーバ１０
から最初に反力が作用せしめられる位置が有利に車両下方側となって、衝突物が上方に跳
ね上げられ易くなると共に、そのような反力の作用点が衝突物の下端部に近づくことによ
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って、衝突物に作用せしめられる曲げモーメントが小さくされ、より有利に衝突物の損傷
の軽減を図ることが出来るようになるのである。
【００５６】
　さらに、延出壁部３８の前面を含む衝撃入力面４０が、鉛直方向に対して所定の角度：
θをもって傾斜せしめられているところから、衝撃入力面４０に対して入力される衝撃荷
重に対応する反力が、衝撃入力面４０と直交する方向、即ち車両前方側斜め上方に向かっ
て作用せしめられるようになる。そのため、衝突した衝突物を車両前方側斜め上方に向か
って効果的に跳ね上げて、かかる衝突物の損傷を有利に軽減することが出来るのである。
【００５７】
　そして、ロアアブソーバ１０においては、延出壁部３８の車両後方側の面と本体部２６
（ここでは、下側壁部２０）とを連結するように、車両前後方向に延びる板状の縦リブ４
２ａ、４２ｂの複数が形成されているところから、延出壁部３８が、衝撃荷重の入力によ
って容易に座屈変形（倒伏）することが防止されており、以て、延出壁部３８が効果的に
機能せしめられ、上述の如き衝突物の損傷の軽減効果が有利に発揮されるようになってい
るのである。
【００５８】
　特に、図４に示されるように、複数の第一縦リブ４２ａの車幅方向位置が、複数の縦壁
部２４の車幅方向位置と、それぞれ一致せしめられており、対応する第一縦リブ４２ａと
縦壁部２４とが、一枚の板状部材からなる単一部材にて構成される如くなっていることに
より、第一縦リブ４２ａの強度が有利に向上せしめられ、延出壁部３８の補強効果がより
高められている。
【００５９】
　さらに、複数の縦リブ４２ａ、４２ｂの全てに跨るように配置され、それらの縦リブ４
２ａ、４２ｂ同士を相互に連結するように、車幅方向に延びる板状の横リブ４４が形成さ
れているところから、延出壁部３８の変形強度が、より一層高められている。即ち、延出
壁部３８に対して、その車両後方側に、複数の縦リブ４２ａ、４２ｂと、それら複数の縦
リブ４２ａ、４２ｂと互いに交差する横リブ４４とが設けられていることにより、延出壁
部３８の車両後方側への変形（倒伏）強度が高められ、以て、延出壁部３８の車両前後方
向に入力される衝撃荷重に対する剛性が、充分に高められているのである。
【００６０】
　しかも、ロアアブソーバ１０にあっては、延出壁部３８が、車幅方向に連続して延びる
一つの板状形態とされているところから、そのような延出壁部３８が設けられた車幅方向
の全域に亘って、上述の如き衝突物の損傷の軽減効果が得られるのである。
【００６１】
　なお、ロアアブソーバ１０は、自動車１２の前部に設置された状態下において、ロアグ
リル５０から取り入れられた走行風を、略平坦面とされた上側壁部１４の上面にて案内し
つつ、ラジエータ６８の前面にスムーズに導くと共に、フロントバンパ１６の下側を通過
する走行風を、略平坦面とされた下側壁部２０の下面にて案内しつつ、車両後方側に送り
出すことにより、自動車１２の前部の下部部位の空力性能を効果的に高めることが出来、
それによって、燃費の向上等に有利に寄与するものである。
【００６２】
　以上、本発明の代表的な実施形態について詳述してきたが、それは、あくまでも例示に
過ぎないものであって、本発明は、そのような実施形態に係る具体的な記述によって、何
等限定的に解釈されるものではないことが、理解されるべきである。
【００６３】
　なお、以下に示される本発明に従う構造を有するバンパアブソーバの各実施形態におい
ては、先の実施形態に係るロアアブソーバ１０と同様な構造の部分には、同一の符号を付
して、詳細な説明は省略することとする。
【００６４】
　例えば、図９には、本発明に従う構造を有するバンパアブソーバの別の一例としてのロ
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アアブソーバ８０が、その端面形態において示されている。かかるロアアブソーバ８０に
あっては、下側壁部２０の前端部よりも車両前方に突出せしめられた上側壁部１４の前端
部から、車両下方に向かって延びる延出壁部３８が設けられており、横壁部２２は、下側
壁部２０の前端部から車両上方に向かって延びるように形成されている。ここでは、ロア
アブソーバ８０の前面において、延出壁部３８の前面により衝撃入力面４０が構成されて
いる。
【００６５】
　このような構造を有するロアアブソーバ８０にあっては、車幅方向に直角な面における
断面において略コ字状を呈する本体部２６の車両前後方向の寸法、即ち上側壁部１４及び
下側壁部２０の後端部から横壁部２２までの距離を、比較的小さく出来る。そのため、射
出成形用金型におけるコアの長さを短くすることが出来、ロアアブソーバ８０を比較的有
利に製造することが可能となる利点がある。なお、このような構造を有するロアアブソー
バ８０においては、図１０に示されるように、横壁部２２を車両下方に向かって延長して
、横リブ４４を構成するようにしてもよい。
【００６６】
　また、図１１の（ａ）に示されるロアアブソーバ８２にあっては、縦壁部２４の車両後
方側の一部に切欠部８４が形成されていると共に、本体部２６の車両後方側部分に対して
補強リブ８６が設けられている。より詳細には、縦壁部２４の延出壁部３８の延出方向と
は逆側（ここでは、上側壁部１４側）の端縁部の車両前後方向における寸法が小さくなる
ように、かかる縦壁部２４の車両後方側部分が切り欠かれていると共に、本体部２６の延
出壁部３８の延出方向側部分（ここでは、下側壁部２０）に対して、本体部２６の後端部
に形成された下側フランジ部３０から車両前後方向に延びる板状の補強リブ８６が設けら
れている。更に、ここでは、車両前後方向において、切欠部８４の前端部［図１１の（ａ
）における左側の端部］の位置と、補強リブ８６の前端部の位置とが、略同一の位置とさ
れている。
【００６７】
　このようなロアアブソーバ８２に対して車両前方から衝撃荷重が加わると、図１１の（
ｂ）に示されるように、切欠部８４の車両前後方向前端部及び補強リブ８６の車両前後方
向前端部を起点として、ロアアブソーバ８２の本体部２６が屈曲変形せしめられるように
なる。即ち、ここでは、切欠部８４に対応する上側壁部１４部分［図１１の（ａ）のＷ部
分］の強度が相対的に低くなっていると共に、補強リブ８６に対応する下側壁部２０部分
［図１１の（ａ）のＳ部分］の強度が相対的に高められており、且つ車両下方に向かって
延びる延出壁部３８に入力される衝撃荷重によって、ロアアブソーバ８２を下方に向かっ
て屈曲せしめる向きのモーメントが作用することにより、ロアアブソーバ８２の本体部２
６が下方に向かって屈曲変形せしめられるようになるのである。
【００６８】
　従って、ロアアブソーバ８２にあっては、その本体部２６に対して、切欠部８４及び補
強リブ８６が形成されていることにより、ロアアブソーバ８２（本体部２６）を任意の方
向へ屈曲変形させて、衝突物の巻き込み防止等の所望の効果を有利に得ることが出来るこ
ととなるのである。
【００６９】
　なお、延出壁部３８の配設形態は、上述の態様に何等限定されず、例えば、図１２に示
されるように、下側壁部２０の車両前後方向における前端部に、車両下方に向かって延出
する第一延出壁部３８ａを設けると共に、上側壁部１４の車両前後方向における前端部に
、車両上方に向かって延出する第二延出壁部３８ｂを設けてもよい。また、図１３に示さ
れるように、上側壁部１４の車両前後方向における前端部に、車両下方に向かって延出す
る第一延出壁部３８ａ、及び車両上方に向かって延出する第二延出壁部３８ｂを設けても
よく、所望の衝突物保護性能に応じて、適宜に設定することが出来る。
【００７０】
　さらに、上側壁部１４及び下側壁部２０の一方又は両方を、山部と谷部とを有する波形
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谷部９０とが車幅方向において交互に連続して位置する波形の板状部材にて構成された形
態が例示されている。これにより、上側壁部１４や下側壁部２０の変形強度を高め、本体
部２６の変形強度を適宜に調節することが可能となる。
【００７１】
　また、本発明に従うロアアブソーバ１０、８０、８２の車両への取付態様は、上述の如
きロアリンフォース１８への固定に何等限定されるものではなく、例えば、車両の前部に
配設されているラジエータサポート等の車両部材（部品）に取り付けられてもよい。
【００７２】
　さらに、ロアアブソーバ１０、８０、８２の前端とアッパアブソーバ６２の前端との位
置関係についても、何等例示の関係（図５参照）に限定されるものではなく、衝突物の各
部位に加わる衝撃荷重や曲げモーメントのバランス等を考慮して適宜に設定されることと
なる。但し、ロアアブソーバの前端が極端に車両前方側に突出位置せしめられて、ロアア
ブソーバに荷重が集中した場合や、アッパアブソーバの前端がロアアブソーバの前端より
も車両前方側に突出位置せしめられて、アッパアブソーバに比較的大きな荷重が掛かった
場合は、上述せるような歩行者脚部保護性能試験における各傷害値（Ｔｉｂｉａ曲げモー
メントやＭＣＬ伸び量）が増大し、衝突物の損傷が大きくなってしまうという問題がある
。そのため、車両においては、ロアアブソーバの前端がアッパアブソーバの前端よりも僅
かに車両前方側に位置せしめられることが好ましい。
【００７３】
　なお、図１５に示されるように、本発明に従う構造を有するバンパアブソーバを車両（
自動車１２）においてアッパアブソーバ９２として用いることも可能である。そのような
アッパアブソーバ９２においても、複数の縦リブ４２ａ、４２ｂによって補強された延出
壁部３８が設けられていることにより、衝突物に対する荷重（反力）の作用等を適宜に調
節して、衝突物の損傷を軽減することが可能である。
【００７４】
　その他、一々列挙はしないが、本発明は、当業者の知識に基づいて、種々なる変更、修
正、改良等を加えた態様において実施され得るものであり、そして、そのような実施の態
様が、本発明の趣旨を逸脱しない限りにおいて、何れも、本発明の範疇に属するものであ
ることは、言うまでもないところである。
【符号の説明】
【００７５】
　１０、８０、８２　ロアアブソーバ　　　１４　　上側壁部
　１６　フロントバンパ　　　　　　　　　１８　　ロアリンフォース
　２０　　下側壁部　　　　　　　　　　　２２　　横壁部
　２４　　縦壁部　　　　　　　　　　　　２６　　本体部
　２８　　上側フランジ部　　　　　　　　３０　　下側フランジ部
　３８　　延出壁部　　　　　　　　　　　４０　　衝撃入力面
　４２ａ、４２ｂ　縦リブ　　　　　　　　４４　　横リブ
　６２　　アッパアブソーバ　　　　　　　６４　　ロアサイドメンバ
　６６　　ロアクラッシュボックス　　　　７２　　脚部インパクタ
　７４　　大腿部　　　　　　　　　　　　７６　　下腿部
　７８　　膝部　　　　　　　　　　　　　８４　　切欠部
　８６　　補強リブ　　　　　　　　　　　９２　　アッパアブソーバ
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